
市制施行１０周年記念式典市長式辞（要旨） 
 
平成２４年１１月２３日、勤労に感謝する祝日の今日。５万人市民と共に市制施行１０

周年を迎えることができますことに、こころから感謝いたします。 
本日、記念式典の開催にあたりまして、公私ともご多忙中にもかかわらず、多数のご来

賓の皆さま並びに市民の皆さまのご臨席を賜り、心からお礼を申し上げます。ありがとう

ございます。 
 
富里市は平成１４年４月１日、大きな希望を抱きながら、県下３３番目の市として、誕

生し、ここに市制施行１０周年を迎えることができました。これも、ひとえに本日ご臨席

の皆さまをはじめ、市民の皆様並びに関係各位の格別のご理解とご協力の賜物と、深く敬

意と感謝の意を表する次第であります。 
 
当市は、明治２２年の町村制の施行により富里村が誕生し、昭和６０年には町制施行そ

して平成１４年に市制施行とこれまで大きな発展を遂げてきました。その間、先人のたゆ

まぬご努力とご苦労により、豊かな自然と文化が脈々と受け継がれてまいりました。 
 
本日、この席上でこれまで、市政の発展にご尽力を賜りました皆様を表彰させていただ

くこととしています。まず、これまで衆議院議員として国政の発展や地方の振興にご尽力

いただきました實川幸夫様を第１号の富里市名誉市民に顕彰させていただくこととしてい

ます。また、初代市長で富里市の礎を築かれた前市長の（故）相川義雄様をはじめ、市制

施行以来、さまざまな分野で市の発展にご尽力をいただいた１８３名、５団体の皆さまを

功労者として表彰させていただきます。さらに、このたび当市に文化財的に大変貴重な旧

岩崎久彌末廣別邸を含む多大なご寄付を賜りました三菱地所株式会社様、いまや全国的な

イベントとなりました富里スイカロードレース大会を永年にわたりご支援をいただきまし

た雪印メグミルク株式会社様と山田敬蔵様、さらに毎年１２月に京都市を会場に開催され

ている全国高等学校駅伝競走大会に平成１５年以降５度出場した県立富里高等学校陸上競

技部に感謝状を贈呈させていただくこととしています。表彰を受けられます皆さまに、あ

らためまして感謝申し上げるものであります。 
 
この１０年間を顧みますと、市制施行した当時は地方分権と三位一体改革、これを起因

とする「いわゆる平成の大合併」の真っただ中で、当市をはじめとする基礎自治体にとり

まして大きな変動の時期でもありました。地方への権限移譲も進み、自治体としての自由

度が増す中で自らの責任において、まちづくりを行うことが求められる時代となりました。 
 
これから本格的な少子高齢化が進むことになりますが、団塊の世代の皆さまの多くが地



域に戻ってくるこの機会を、逆に好機と捉え、多様な経験と知識を持つ多くの市民にこれ

からのまちづくりに参加してもらうことが重要であります。そのため、平成２２年４月に

富里市協働のまちづくり条例を施行し、この条例の前文の中で、「富里が、更に心豊かで愛

着のある市へと発展し、次代に引き継がれていくことが、富里市で共に暮らし、働き、学

ぶ、私たち市民の願い」であるとし、そのためには「富里市で活動するすべてのものが、

信頼と協力という『絆』を育み、自発的にまちづくりを考え、市と共にまちづくりを進め

る」ことを富里市のまちづくりの基本的な姿勢と定めました。 
 
さて、１０周年の節目の年に、協働のまちづくりを進める将来の姿に、とても大切な二

つの贈り物をいただきました。その１つは、絆の贈り物であります。５０年以上にわたっ

て懸案となっていた問題が、民主主義の根幹と言えるお互いの根気強い話し合いによって

解決しました。この過程で、何事におきましても、住民と行政の信頼なくしては、民主主

義は成りたたないことを教えてくれた、絆を育てていく心の贈り物であります。 
 ２つ目は、先にも触れました三菱地所株式会社様からの贈り物であります。 
これは、岩崎彌太郎氏のご子息で三菱３代目の社長の岩崎久彌氏によって建てられた建物

と、同氏が近代的な養鶏や養豚経営をしていた旧末廣農場跡の土地であります。久彌氏は

この別邸と農場を、最終の地として選ばれました。歴史的にも文化財的にも大変貴重なも

のであり、当市にとりましても、非常に大きな意義がある贈り物であります。 
 私は、協働によるまちづくりの目指す姿は、持続的に安全安心に生活を営むことのでき

るまちであると考え、この２つの贈り物を、豊かな心を持つ人々が安全に安心して生活し

ていくことができる富里市の象徴として、凛として守り続け、次の世代に引き継いで行く

ことを誓うものであります。 
 
平成２３年４月には、平成３２年度を目標とする新たな基本構想をスタートし、「人と緑

が調和し 未来を拓く臨空都市 とみさと」を将来像として掲げ、新たな目標に向けて踏

み出したところです。あわせて、本日の式典が、緑豊かな自然の中で市民一人ひとりが安

心して暮らせる環境を守りながら、多様な産業集積を図りつつ、調和のとれたまちづくり

の新たな出発点となるよう努めて参ります。 
 
最後に、本日ご臨席を賜りました皆さま、そして富里市民のご健勝とご多幸をお祈り申

し上げ、富里市制施行１０周年記念式典の式辞とします。 
 
平成２４年１１月２３日 

                            富里市長 相 川 堅 治 


